
「ＢＥＭＳ普及コンソーシアム京都」 研究会
２０１５年１２月１０日（木） 於：京都リサーチパーク

洛西支所 ＢＥＭＳ 夏季実証結果報告

システム・ソリューション営業統括部

k.maita
スタンプ



© Panasonic Corporation

2＜ 目次 ＞

１．目的と概要

２．実施事項とスケジュール

３．ピーク抑制について

４．快適性の確保について

５．まとめ



© Panasonic Corporation

２０１４年度 ２０１５年度

３月 ４月 ７月 ８月 １月 ２月 ４月 ７月 ８月 ９月 1２月 １月 ２月

(設置・試運転） ○

■ 電力計測 ●

■ 空調制御
● ● ● ● ● ● ○ ○ ○

夏季実証 冬季実証 夏季実証 （冬季実証予定）

■ 温湿度計測 ●

対外発信
● ●

ＢＥＭＳコンソーシアム京都 ＢＥＭＳコンソーシアム京都

１．目的と概要 3

【目的】 「電力ピーク抑制」 と 「快適性の確保」

中小規模業務用施設における 「ＥＭＳ※１」 導入の知見を高め、広く一般の省エネルギーに活用
※１）ＥＭＳ：エネルギー・マネジメント・システム

【概要】

■ 電力計測 ＞受電点（パルス）＋主要回路
■ 空調制御 ＞空調設備制御（３系統のみ）
■ 温湿度計測 ＞屋内温湿度６箇所（１階２箇所、２階４箇所）＋屋外温度
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4

２０１５年 夏季実証期間

６月 ７月 ８月 ９月 １０月

・・・ ・・・ 1 ・・・ 17 ・・・ 28 29 ・・・ ・・・ 4 ・・・ 18 19 ・・・ ・・・ 3 9 ・・・ ・・・ ・・・ 30 ・・・

火 水 火 水

■ 電力計測

■ 空調制御

☆デマンド制御

☆省エネ制御 無 無

■ 温湿度計測

■ 施設内意識調査 ● ● ● ●

↑火曜日は省エネ制御無し↑

２．実施事項とスケジュール

「電力ピーク抑制 ⇒空調制御」 と 「快適性の確保 ⇒施設利用者意識調査」

・デマンド制御（※１）は全日実施、省エネ制御（※２）は火曜日を除く平日のみ実施
・施設利用者への意識調査：７月と８月に実施 【連続する２日間：火曜日と水曜日】

※１）デマンド制御とは 予め決めた 「デマンド目標値を超えそうになった場合」 に制御を実行する機能
※２）省エネ制御とは 予め決めた 「スケジュールと頻度に従って」 制御を実行する機能
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Ｍ５
総務防災系統

Ｍ４
区役所南系統

Ｍ３
区役所北系統

Ｍ１
保健所系統

Ｍ２
福祉事務所系統

第１警報
制御なし

第２警報
７５％モード

第３警報
５０％モード

制御しない

１０－１７時

制御しない

省エネ制御
（火曜日を除く平日）

デマンド制御
（全日実施）

5

主な空調系統

図書館系統

制御しない 制御しない

大会議室系統

ご参考）洛西支所施設イメージと制御対象とする空調系統/制御条件

２Ｆ

１Ｆ
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6

Ｂ１Ｆ

２Ｆ

ＲＦ

１Ｆ

受電メータ
受電設備

ビルマルチ空調室外機
・２階３系統のみを制御

温湿度データ

受電点パルス
主要回路電力計測

ＢＥＭＳ主装置 無線温湿度センサ（６台）
・２階：４箇所で計測
・１階：２箇所で計測

空調制御

パナソニック
データセンタ

専用通信回線

施設から離れた場所でも
データの管理・閲覧が可能

（ＩＤ・ＰＷ付与）

ご参考）実証システムの概要
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春（中間期） 夏（需要期） 秋（中間期） 冬（需要期） 実証の指標

7３．電力ピーク抑制 （１）管理指標と前提条件

・２０１４年度最大値の 【２５０ｋＷ（冬季）】 に対し 【▲１０ｋＷ（▲４％相当）】 を管理指標とした
・前提条件：制御を実施する空調系統は２階の３系統のみ ⇒【全空調系統の４４％の範囲に限定】

▲１０kW

２０１４年度実績（需要期別） ２０１５年度夏季実証

管理指標 【２４０ｋＷ】

「電力ピーク抑制」 管理指標 【２４０ｋＷ】

制御しない

系統

【５６％】

制御する
系統

【４４％】

空調制御範囲を限定
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０
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【
ｋ
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】

受電点の３０分デマンド推移 【２０１５年７月～９月】

8

管理指標 【２４０ｋＷ：▲１０ｋＷ】 ｖｓ 結果 【２３９ｋＷ：▲１１ｋＷ】 ○

第２ピーク【２３０ｋＷ】 発生日：８月５日（水） →最大ピーク日の翌日

←最大ピーク【２３９ｋＷ】 発生日：８月４日（火）
２０１５年度夏季管理指標

３．電力ピーク抑制 （２）実証結果
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屋
外
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分
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マ

ン
ド

【
ｋ

Ｗ
】

受電点３０分デマンドと屋外不快指数 【ピーク日：８月４日（火）と８月５日（水）】

受電点 屋外不快指数

9

両日の気象条件（屋外不快指数※１）は同水準 ⇒抑制効果には差異あり

※１）温湿度から得られる環境指数

３．電力ピーク抑制 （３）ピーク日と第２ピーク日：結果の詳細

前年ピーク<２５０ｋＷ>
今夏ピーク<２３９ｋＷ>

２３０ｋＷ

８月４日（火） ８月５日（水）

デマンド制御＋省エネ制御を実施デマンド制御のみ実施
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10３．電力ピーク抑制 （４）ピーク日と第２ピーク日：空調制御による効果

両日の気象条件（屋外不快指数※１）は同水準 ⇒抑制効果には差異あり
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使
用
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【
ｋ
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制御対象負荷使用電力と省エネ制御の効果 【ピーク日：８月４日（火）と８月５日（水）】

Ｍ３電力 Ｍ４電力 Ｍ５電力 省エネ制御効果相当 その他電力

８月４日（火） ８月５日（水）

■部分が制御の違いによる抑制効果の差に相当

デマンド制御＋省エネ制御を実施デマンド制御のみ実施
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４．快適性の確保 （１）利用者意識調査の方法

空調制御実施中の空質環境変化に対する施設利用者の意識調査

11

・ご協力部門：１階・２階の洛西支所職員の方々
・調査の内容：業務に支障をきたさない範囲でご記入いただけるよう、記入様式に配慮

アンケート内容（イメージ）

以下のアンケートに、ご協力お願い致します。

申告時刻 ： 申告日に３回、各①～③の時刻内に申告お願い致します

1.質問

（1）今、あなた自身は『暑さ寒さ』をどの程度に感じていますか?

非常に寒い 寒い  やや寒い どちらでもない  やや暑い 暑い 非常に暑い

（暑くも寒くもない）

（2）今、あなた自身は暑さ寒さを『許容』できますか？

許容できる 許容できない

（3）今、あなたは『室温』を何度（℃）だと思いますか　※温度計を見ずに答えて下さい ① ② ③

℃ ℃ ℃

7

① ② ③

0 1

1 2 3 4 5 6

: : :

① ② ③

①10:00～12:00  ②12:00～14:00 ③14:00～16:00

施設利用者の方へのアンケート(夏季の例)
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12

洛西支所の皆様にご協力いただき 【延べ１０２件】 の回答をいただくことができた

対象者 １階・２階の洛西支所職員の方々

実施日 ７月２８（火）・２９（水）、８月１８（火）・１９（水） （計４日）

時間帯 １０-１２時 / １２-１４時 / １４-１６時 （３回/日）

今 「暑さ」 をどの程度感じますか？ 今の 「暑さ」 を許容できますか？

５３％３３％

１２％

２％

９２％

８％

どちらでもない
やや暑い

暑い

やや寒い

許容できる

許容できない

４．快適性の確保 （２）意識調査結果
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13

データ（不快指数）的に観ても屋内環境は保たれている ⇒意識調査結果とも一致

４．快適性の確保 （３）屋内環境データと意識調査結果との対比
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14

ほとんどの人が
「不快と感じない」
目安となる指数

日本人の場合
「７７」を超えると
不快と感じる人が

出始める

一般的に
冬季は用いない

ご参考）不快指数とは

「夏の蒸し暑さ」 を指数として表現したもの

・温度と湿度から算定され “不快指数予報“ 等、一般的にも広く用いられている
算定式の例 “ ０.８１*Ｔｄ＋０.０１*Ｈ *（０.９９Ｔｄ－１４.３）＋４６.３ ” Ｔｄ ：乾球温度℃、Ｈ ：湿度％
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15

今夏実証によりＢＥＭＳ導入の効果を検証することができた

電力ピーク抑制 快適性の確保

結果 ○ ○

総評

【管理指標：２４０ｋＷに対する結果】

・最大需要電力 【 ２３９ｋＷ】
・ピーク抑制 【 ▲１１ｋＷ】

【利用者の方への意識調査結果】

・今の暑さを許容できる 【９２％】
・やや暑い/どちらでもない 【８６％】

５．まとめ
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ご清聴ありがとうございました




